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不
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さ
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コ 

疑
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問
二 

① 

親
密 

 

② 
断
絶 

 

問
三 

（
例
） 

ロ
ー
カ
ル
な
現
実
空
間
で
、
電
話
機
を
持
つ
主
体
だ
け
が
電
話
空
間
に
も
存
在
し
て
い
る

こ
と
。（
三
十
七
字
） 

問
四 

恋
人
た
ち
の
会
話
・
内
緒
話 

問
五 

ウ 

問
六 

オ 

問
七 

イ
・
エ 

問
八 

ウ 

問
九 

受
話
器
を
握
っ
て
い
る
主
体
が
、
傍
ら
に
存
在
す
る
他
者
へ
の
配
慮
を
失
っ
て
い
る
（
三
十
二
字
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問
十 

ア
・
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二 問
一 

民
族 

問
二 

イ 

問
三 

分
裂 

問
四 

（
例
） 

自
分
た
ち
以
外
の
言
語
の
人
た
ち
が
、
未
開
で
劣
等
の
言
語
を
捨
て
て
、
文
明
語
に
つ

く
こ
と
で
、
文
明
の
「
遅
れ
」
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
た
。（
六
十

三
字
） 

問
五 

喜
び 
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六 

ア 

問
七 

（
１
） 

ａ 

国
境 

 

ｂ 

受
け
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れ
る 

 

ｃ 

言
語
（
国
際
語
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（
２
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カ 

問
八 

ア 

問
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（
例
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追
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落
と
さ
れ
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い
っ
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言
語
は
、
エ
コ
ロ
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に
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し
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を
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で
い
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令和 3年度 関西医療大学 入学試験問題 解答 ［一般後期］ 

数学Ⅰ・数学Ａ 

 

 

 

Ⅰ． （１） 𝑥3 − 3𝑥2 − 4𝑥 + 12 = 𝑥2(𝑥 − 3) − 4(𝑥 − 3) 

 = (𝑥 − 3)(𝑥2 − 4) 

 = (𝑥 − 3)(𝑥 + 2)(𝑥 − 2) 

答 (𝑥 − 3)(𝑥 + 2)(𝑥 − 2) 

（２） 𝑎 =
2

3−√5
=

2(3+√5)

(3−√5)(3+√5)
=

3+√5
2

 

 𝑎 +
1
𝑎

=
3+√5

2
+

3−√5
2

= 3 

 𝑎 −
1
𝑎

=
3+√5

2
−

3−√5
2

= √5 

 𝑎2 −
1

𝑎2 = (𝑎 +
1
𝑎

) (𝑎 −
1
𝑎

) = 3√5  

答 𝑎 +
1
𝑎

= 3，𝑎2 −
1

𝑎2 = 3√5 

（３） |2𝑥 − 5| < 𝑥 + 1 

 （ⅰ） 𝑥 ≧
5
2
のとき 

      2𝑥 − 5 < 𝑥 + 1 

       𝑥 < 6 

     𝑥 ≧
5
2
より，

5

2
≦ 𝑥 < 6 

 （ⅱ） −1 < 𝑥 <
5
2
のとき 

      −(2𝑥 − 5) < 𝑥 + 1 

       −3𝑥 < −4 

      𝑥 >
4
3
 

     𝑥 <
5
2
より，

4

3
< 𝑥 <

5

2
 

 （ⅰ）（ⅱ）より，
4

3
< 𝑥 < 6 

 また， 𝑥2 − (𝑎 − 1)𝑥 − 3(𝑎 + 2) < 0  より 

   (𝑥 + 3){𝑥 − (𝑎 + 2)} < 0 

 𝑎 > 0より，−3 < 𝑥 < 𝑎 + 2 



 連立不等式の解が
4

3
< 𝑥 < 4となるには， 

  𝑎 + 2 = 4 

   𝑎 = 2 

答 
4

3
< 𝑥 < 6，𝑎 = 2 

 

 

 

Ⅱ． （１） 
𝐷

4
= (𝑎 + 1)2 − 1 × (𝑎2 + 𝑎 − 2) = 0  

  𝑎 = −3 

 これを方程式に代入すると， 

  𝑥2 + 2(−3 + 1)𝑥 + (−3)2 + (−3) − 2 = 0 

  𝑥2 − 4𝑥 + 4 = 0 

   (𝑥 − 2)2 = 0 

   𝑥 = 2 

答 𝑥 = 2 

（２） 𝑓(𝑥) = 𝑥2 + 2(𝑎 + 1)𝑥 + 𝑎2 + 𝑎 − 2とおく。 

  𝑓(𝑥) = {𝑥 + (𝑎 + 1)}2 − 𝑎 − 3 

 題意を満たすには，𝐷 > 0，軸>0，𝑓(0) > 0となればよい。 

  
𝐷
4

= (𝑎 + 1)2 − 1 × (𝑎2 + 𝑎 − 2) > 0 

      𝑎 > −3 …① 

 軸：𝑥 = −(𝑎 + 1)より， 

  −(𝑎 + 1) > 0 

   𝑎 < −1 …② 

  𝑓(0) = 𝑎2 + 𝑎 − 2 > 0 

   (𝑎 + 2)(𝑎 − 1) > 0 

  𝑎 < −2，1 < 𝑎 …③ 

 ①～③より，−3 < 𝑎 < −2 

答 −3 < 𝑎 < −2 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ． （１） △ABD について，余弦定理より， 

  cos 𝜃 =
5

2
+5

2
−(√10)

2

2×5×5
=

25+25−10
50

=
4
5

 

 ABC について，余弦定理より， 

  AC2 = 52 + 82 − 2 × 5 × 8 ×
4
5

 

   = 25 + 64 − 64 

   = 25 

 AC>0 より，AC=5 

答 cos 𝜃 =
4
5

 ，AC=5 

（２）（１）より AB = AC = 5 だから 

      ∠ACB = ∠ABC = 𝜃 である。COS𝜃 =
4
5
 より 

   sin 𝜃 = √1 − (
4
5

)
2

= √ 9
25

=
3
5
 

    𝑆 =
1

2
AC･CD･ sin 𝜃  より 

         𝑆 =
1

2
･5･(8－5) 

3

5
=

9

2
 

また，正弦定理により 

                           2R =
𝐴𝐷

sin 𝜃
=

5√10

3
 

だから，𝑅 =
5√10

６
 

答 𝑆 =
9
2
 ，𝑅 =

5√10

６
 

 

Ⅳ． （１） コインが表で，袋 A から白球を 2 個取り出す確率は， 

  
1

2
×

C23

C27

=
1

2
×

1

7
=

1

14
 

 コインが裏で，袋 B から白球を 2 個取り出す確率は， 

  
1

2
×

C22

C25

=
1

2
×

1

10
=

1

20
 

 よって，求める確率は， 

  
1

14
+

1

20
=

10+7

140
=

17

140
 

答 
17

140
 



（２） すべて赤球を取り出した場合の確率は， 

  
C24

C27

×
C23

C25

=
2

7
×

3

10
=

6

70
 

 すべて白球を取り出した場合の確率は， 

  
C23

C27

×
C22

C25

=
1

7
×

1

10
=

1

70
 

 よって，求める確率は， 

  
6

70
+

1

70
=

7

70
=

1

10
 

答 
1

10
 

 

（３） 袋 A から赤球 2 個を取り出して，袋 B から白球 2 個を取り出した場合の確

率は， 

  
C24

C27

×
C22

C27

=
2

7
×

1

21
=

2

147
 

 袋 A から赤球 2 個を取り出して，袋 B から白球 1 個と赤球 1 個を取り出し

た場合の確率は， 

  
C24

C27

×
2×5

C27

=
2

7
×

10

21
=

20

147
 

 袋 A から白球 1 個と赤球 1 個を取り出して，袋 B から白球 2 個を取り出し

た場合の確率は， 

  
3×4

C27

×
C23

C27

=
4

7
×

3

21
=

12

147
 

 よって，求める確率は， 

  
2

147
+

20

147
+

12

147
=

34

147
 

答 
34

147
 

 



令和 3年度 関西医療大学 入学試験問題 解答 ［一般後期］ 

化学基礎 

 

 

１． 問１ （１），（４） 問２ （５） 問３ （２） 

問４ （４），（５） 問５ （３） 

 

 

２． 問１ H2O 問２ 臭素 問３ ６個 

問４ ハロゲン 問５ ２個 問６ ＋６ 

 

 

３． 問１ 金属結合 問２ 共有結合 問３ イオン結合 

問４ （ウ），（オ） 

 

 

４． 問１ 
0.84

22.4
= 0.0375 ≒ 3.8 × 10−2〔mol〕 

答 3.8 × 10−2mol 

問２ CaCO3=40+12+16×3=100より，反応した炭酸カルシウムの質量は， 

 100×0.0375=3.75〔g〕 

石灰石 4.5g中に炭酸カルシウムが 3.75g含まれているので，不純物の質量は， 

 4.5 − 3.75 = 0.75〔g〕 

答 0.75g 

 

 

５． 問１ （ウ） 

問２ 移し終えたビーカーには，まだ NaClが残っている可能性があるため，さらに

加えた水に溶かして NaClを移す必要があるから。 

問３ NaCl=23+35=58より，2.5gの NaClの物質量は， 

 
2.5

58
= 0.04310⋯ ≒ 0.0431〔mol〕 

溶液の体積は 0.2Lより，モル濃度は， 

 
0.0431

0.20
= 0.2155 ≒ 0.22〔mol/L〕 

答 0.22mol/L 



令和 3年度 関西医療大学 入学試験問題 解答 ［一般後期］ 

生物基礎 

 

 

 

Ⅰ． 問１ Ａ 角質層 Ｂ 粘膜 Ｃ 食作用 Ｄ 自然免疫 

Ｅ 獲得免疫 Ｆ Ｔ細胞 Ｇ 抗体 Ｈ Ｂ細胞 

問２ 抗原抗体反応 

問３ 抗原提示 

 

 

Ⅱ． 問１ （１） ア 左心房 イ 左心室 ウ 右心室 エ 右心房 

（２） エ 

問２ （１） Ａ 肺静脈 Ｄ 腎動脈 Ｇ 肝門脈 Ｈ 肝静脈 

（２） Ａ 

（３） Ｆ 

（４） Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 

問３ （１） 閉鎖血管系 

（２） ②・④・⑤・⑥ 

 

 

Ⅲ． 問１ 光補償点 

問２ 光飽和点 

問３ （１） 光合成速度 （２） 呼吸速度 

（３） 見かけの光合成速度 

問４ ① 



令和 3年度 関西医療大学 入学試験問題 解答 ［一般後期］ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ・英語表現Ⅰ 

 

 

 

Ｉ． １． （１） through （２） from （３） on 

（４） off  （５） price （６） place 

２． （イ） ｄ） （ロ） ａ） （ハ） ｂ） 

（ニ） ｃ） （ホ） ｆ） （ヘ） ｅ） 

３． ［Ａ］ because of，owing toなど 

４． ［Ｂ］ ダニーのような負傷が増加している。その理由の一つには，気軽なス

ポーツから離れ，何時間もの練習や試合時間を必要とする組織化され

たチーム競技へと移行する子どもたちがますます増えているという

ことがある。 

 

 

Ⅱ． （１） ④ （２） ② （３） ③ （４） ① （５） ② 

（６） ④ （７） ③ （８） ③ （９） ② （１０） ① 


